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(57)【要約】
【課題】通信環境が異なる場合であっても、適切に読み
取ったコード化パターンの情報を送信することが可能な
コード化パターンの読み取り装置及びプログラムを提供
する。
【解決手段】電子ペン１は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信が
可能な第１通信デバイス１１１ａと、ＷｉＦｉ通信が可
能な第２通信デバイス１１１ｂと、携帯通信が可能な第
３通信デバイス１１１ｃとを有する。そして、電子ペン
１のプロセッサ１０８は、通信方式決定情報を参照し、
読み取ったドットパターンが示す座標位置に基づき、記
入情報を送信する通信方式を決定する。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数種類の通信方式から通信圏内の通信方式を選択して通信を行うコード化パターンの
読み取り装置であって、
　コード化パターンが印刷される媒体ごとの当該コード化パターンの座標範囲と、当該座
標範囲に属する座標位置を示すコード化パターンを読み取った場合に使用すべき通信方式
とを関連付けて記憶する記憶手段と、
　読み取ったコード化パターンが示す座標位置が属する座標範囲に関連付けられた通信方
式により、読み取ったコード化パターンの情報を受信機に送信する通信制御手段と、
を有することを特徴とするコード化パターンの読み取り装置。
【請求項２】
　前記記憶手段は、前記座標範囲に関連付ける通信方式として、通信圏内であると想定さ
れる通信方式のうち、最も通信可能範囲が狭い通信方式を記憶することを特徴とする請求
項１に記載のコード化パターンの読み取り装置。
【請求項３】
　前記通信制御手段は、読み取ったコード化パターンが示す座標位置が属する座標範囲に
関連付けられた通信方式が複数存在する場合、通信可能範囲が狭い通信方式を優先的に選
択し、選択した通信方式により前記コード化パターンの情報を送信することを特徴とする
請求項１または２に記載のコード化パターンの読み取り装置。
【請求項４】
　前記通信制御手段は、有線通信が可能である場合、読み取ったコード化パターンが示す
座標位置が属する座標範囲に関わらず、有線通信により前記コード化パターンの情報を送
信することを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載のコード化パターンの読み取
り装置。
【請求項５】
　前記通信制御手段は、前記コード化パターンの情報を送信する通信方式に応じて、当該
コード化パターンの情報の送信先の受信機を変えることを特徴とする請求項１～４のいず
れか一項に記載のコード化パターンの読み取り装置。
【請求項６】
　表示手段と、
　前記コード化パターンの情報の送信に使用する通信方式を前記表示手段に表示させる表
示制御手段とをさらに有することを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載のコー
ド化パターンの読み取り装置。
【請求項７】
　コード化パターンを読み取り、前記コード化パターンに応じた記入情報を生成する電子
ペンであることを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載のコード化パターンの読
み取り装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の電子ペンと、
　前記電子ペンと第１通信方式により通信可能であり、教室内の前方に配置されるコンピ
ュータ装置と、
　コード化パターンが印刷され、教室内の生徒用机上で前記電子ペンにより記入を行う記
入用紙と、
　コード化パターンが表面に付され、教室内の前方に設けられ、前記電子ペンにより記入
を行うスクリーンと、
　前記コンピュータ装置から送信される画像信号に基づく光を前記スクリーンの表面に出
射するプロジェクタと、
　前記電子ペンと前記コンピュータ装置とを、前記第１通信方式よりも通信可能範囲が広
い第２通信方式により相互接続させる通信機器とを備える電子ペンシステムであって、
　前記記憶手段は、前記記入用紙に印刷されたコード化パターンの座標範囲には前記第２
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通信方式を関連付けて記憶し、前記スクリーンに印刷されたコード化パターンの座標範囲
には前記第１通信方式を関連付けて記憶することを特徴とする電子ペンシステム。
【請求項９】
　前記生徒が自宅学習用に使用し、コード化パターンが印刷された教材と、
　前記電子ペンからネットワークを介して記入情報を受信するサーバ装置と、
をさらに備え、
　前記電子ペンは、前記第２通信方式よりも通信可能範囲が広い第３通信方式による通信
が可能であり、
　前記通信制御手段は、前記教材に印刷されたコード化パターンを読み取った場合、前記
第１通信方式、前記第２通信方式、前記第３通信方式の順の優先順位に従い、当該優先順
位が最も高い通信圏内の通信方式により前記記入情報を送信することを特徴とする請求項
８に記載の電子ペンシステム。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載のコード化パターンの読み取り装置として機能させ
ることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子ペンなどのコード化パターンを読み取り可能な読み取り装置に適用可能
な通信技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、記入した情報を電子化する電子ペンが開発されており、その代表的なものと
してスウェーデンのＡｎｏｔｏ社が開発した「アノトペン（Ａｎｏｔｏ　ｐｅｎ）」が知
られている。例えば、特許文献１に記載されているように、アノトペンは、用紙に印刷さ
れた所定のドットパターンを読み取って記入情報を生成し、当該記入情報をコンピュータ
装置に送信する。
【０００３】
　特許文献２には、ドットパターンに対向する電子ペンの角度に起因するドットの画像上
の配列を補正する回転補正処理機能が記載されている。また、特許文献３には、電子ペン
が載置された場合に、電子ペンが記憶する記入情報を端末装置へ送信するクレードルの構
造が記載されている。特許文献４には、ＳＩＭ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔ
ｙ　Ｍｏｄｕｌｅ）カードが装着されることで、第３世代携帯電話システムで通信を行う
ことが可能な携帯電話が記載されている。
【０００４】
　さらに、特許文献５には、コード化パターンを読み取り、無線通信方式の通信圏内であ
れば、生成した記入情報を受信機へ送信し、通信圏外のときには、記入情報をバッファに
記憶する電子ペンが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第３８４２２８３号公報
【特許文献２】特表２００３－５２９８５３号公報
【特許文献３】特開２００６－２６０３４５号公報
【特許文献４】特開２００８－３０６７２１号公報
【特許文献５】特表２００３－５００７５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　電子ペンなどのコード化パターンの読み取り装置をユーザが使用したい環境は様々であ
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り、また、使用環境によって利用可能な通信方式も異なる。従って、ユーザがおかれる種
々の通信環境でコード化パターンの読み取り装置の通信を使用可能にするには、コード化
パターンの読み取り装置を複数の通信方式に対応させ、使用環境に適した通信方式を利用
させることが必要となる。そこで、本発明は、通信環境が変わる場合であっても、読み取
ったコード化パターンの情報を適切に送信することが可能なコード化パターンの読み取り
装置及びプログラムを提供することを主な目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係るコード化パターンの読み取り装置は、複数種類の通信方式から通信圏内の
通信方式を選択して通信を行うコード化パターンの読み取り装置であって、コード化パタ
ーンが印刷される媒体ごとの当該コード化パターンの座標範囲と、当該座標範囲に属する
座標位置を示すコード化パターンを読み取った場合に使用すべき通信方式とを関連付けて
記憶する記憶手段と、読み取ったコード化パターンが示す座標位置が属する座標範囲に関
連付けられた通信方式により、読み取ったコード化パターンの情報を受信機に送信する通
信制御手段と、を有する。
【０００８】
　上記のコード化パターンの読み取り装置は、コード化パターンの読み取り、複数種類の
通信方式から通信圏内の通信方式を選択して通信を行う。また、コード化パターンの読み
取り装置は、コード化パターンが印刷される媒体ごとの当該コード化パターンの座標範囲
と、当該座標範囲に属する座標位置を示すコード化パターンを読み取った場合に使用すべ
き通信方式とを関連付けて記憶している。そして、コード化パターンの読み取り装置は、
読み取ったコード化パターンが示す座標位置が属する座標範囲に関連付けられた通信方式
により、読み取ったコード化パターンの情報を受信機に送信する。この態様により、コー
ド化パターンの読み取り装置は、コード化パターンの読み取り対象の媒体ごとに、適切な
通信方式を選択して記入情報を好適に送信することができる。
【０００９】
　上記コード化パターンの読み取り装置の一態様では、前記記憶手段は、前記各座標範囲
に関連付ける通信方式として、通信圏内であると想定される通信方式のうち、最も通信可
能範囲が狭い通信方式を記憶する。この態様により、コード化パターンの読み取り装置は
、無線による通信距離が短くなる通信方式を好適に使用することができ、安全性を高める
ことができる。
【００１０】
　上記コード化パターンの読み取り装置の他の一態様では、前記通信制御手段は、読み取
ったコード化パターンが示す座標位置が属する座標範囲に関連付けられた通信方式が複数
存在する場合、通信可能範囲が狭い通信方式を優先的に選択し、選択した通信方式により
前記コード化パターンの情報を送信する。この態様により、コード化パターンの読み取り
装置は、コード化パターンの座標範囲に関連付けられた通信方式が複数存在する場合であ
っても、無線による通信距離がなるべく短い通信方式を使用することができ、安全性を高
めることができる。
【００１１】
　上記コード化パターンの読み取り装置の他の一態様では、前記通信制御手段は、有線通
信が可能である場合、読み取ったコード化パターンが示す座標位置が属する座標範囲に関
わらず、有線通信により前記コード化パターンの情報を送信する。このようにすることで
、コード化パターンの読み取り装置は、確実にコード化パターンの情報を送信することが
できる。
【００１２】
　上記コード化パターンの読み取り装置の他の一態様では、前記通信制御手段は、前記コ
ード化パターンの情報を送信する通信方式に応じて、当該コード化パターンの情報の送信
先の受信機を変える。この態様により、コード化パターンの読み取り装置は、書き込みを
行う媒体に応じて適切な送信先を決定してコード化パターンを送信することができる。
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【００１３】
　上記コード化パターンの読み取り装置の他の一態様では、コード化パターンの読み取り
装置は、表示手段と、前記コード化パターンの情報の送信に使用する通信方式を前記表示
手段に表示させる表示制御手段とをさらに有する。この態様により、コード化パターンの
読み取り装置は、コード化パターンの情報の送信に使用する通信方式をユーザに好適に認
識させることができる。
【００１４】
　上記コード化パターンの読み取り装置の他の一態様では、コード化パターンの読み取り
装置は、コード化パターンを読み取り、前記コード化パターンに応じた記入情報を生成す
る電子ペンである。この態様により、電子ペンを種々の場所で使用した場合であっても、
電子ペンが生成した記入情報を適切に所定の受信機に受信させることができる。
【００１５】
　本発明に係る電子ペンシステムは、上記記載の電子ペンと、前記電子ペンと第１通信方
式により通信可能であり、教室内の前方に配置されるコンピュータ装置と、コード化パタ
ーンが印刷され、教室内の生徒用机上で前記電子ペンにより記入を行う記入用紙と、コー
ド化パターンが表面に付され、教室内の前方に設けられ、前記電子ペンにより記入を行う
スクリーンと、前記コンピュータ装置から送信される画像信号に基づく光を前記スクリー
ンの表面に出射するプロジェクタと、前記電子ペンと前記コンピュータ装置とを、前記第
１通信方式よりも通信可能範囲が広い第２通信方式により相互接続させる通信機器とを備
える電子ペンシステムであって、前記記憶手段は、前記記入用紙に印刷されたコード化パ
ターンの座標範囲には前記第２通信方式を関連付けて記憶し、前記スクリーンに印刷され
たコード化パターンの座標範囲には前記第１通信方式を関連付けて記憶する。この態様で
は、電子ペンであるコード化パターンの読み取り装置は、講師などが教室内の前方に設け
られたスクリーンに記入した場合に、教室内の前方に設けられたコンピュータ装置に第１
通信方式により記入情報を送信し、生徒が教室内の生徒用机上で記入用紙に記入した場合
に、通信機器を介して第２通信方式により記入情報を送信する。このように、コード化パ
ターンの読み取り装置は、記入対象の媒体に応じて適切に記入情報を送信することができ
る。
【００１６】
　上記電子ペンシステムの一態様では、前記生徒が自宅学習用に使用し、コード化パター
ンが印刷された教材と、前記電子ペンからネットワークを介して記入情報を受信するサー
バ装置と、をさらに備え、前記電子ペンは、前記第２通信方式よりも通信可能範囲が広い
第３通信方式による通信が可能であり、前記通信制御手段は、前記教材に印刷されたコー
ド化パターンを読み取った場合、前記第１通信方式、前記第２通信方式、前記第３通信方
式の順の優先順位に従い、優先順位が最も高い通信圏内の通信方式により前記記入情報を
送信する。この態様では、電子ペンシステムは、生徒の自宅では種々の通信環境が想定さ
れることから、通信方式を予め限定せず、通信圏内の通信方式のうち通信距離が短くなる
通信方式を優先利用して記入情報をサーバ装置に送信する。これにり、電子ペンシステム
は、自宅学習用の教材への記入に基づき生成された記入情報を、好適にサーバ装置で管理
することができる。
【００１７】
　本発明に係るプログラムは、上記記載のいずれか一つの電子ペンとして機能させる。こ
れらのプログラムを電子ペンにインストールして機能させることで、本発明に係る電子ペ
ンを構成させることができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、コード化パターンの読み取り装置は、読み取ったコード化パターンが
印刷された媒体ごとに、適切な通信方式を選択して記入情報を送信することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
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【図１】学校内の教室内の電子ペンシステムの構成を示す。
【図２】生徒の自宅内の電子ペンシステムの構成を示す。
【図３】ドットパターンのドットとそのドットが変換される値との関係を示す。
【図４】（ａ）は、ドットパターンを模式的に示し、（ｂ）は、それに対応する情報の例
を示す図である。
【図５】電子ペンの構造を示す概略図である。
【図６】通信方式決定情報のデータ構造を示す。
【図７】コンピュータ装置の機能ブロック図である。
【図８】サーバ装置の機能ブロック図である。
【図９】第１実施形態の通信制御処理のフローチャートである。
【図１０】記入情報送信処理のフローチャートである。
【図１１】第２実施形態に係る電子ペンシステムの構成を示す。
【図１２】第２実施形態に係る電子ペンの概略構成を示す。
【図１３】第２実施形態の通信制御処理のフローチャートである。
【図１４】無線通信処理のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、図面を参照しながら、本発明を実施するのに好適な各実施形態について説明する
。以下に説明する電子ペンシステムは、複数の通信手段を有する電子ペンを備え、状況に
応じて電子ペンが適切に通信手段を選択して生成した記入情報を所定の端末に送信するこ
とが可能なシステムである。
【００２１】
　＜第１実施形態＞
　［電子ペンシステムの構成］
　図１及び図２は、第１実施形態に係る電子ペンシステムの構成を示す。図１は、学校内
の教室における電子ペンシステムの概要図を示し、図２は、生徒の自宅での電子ペンシス
テムの概要図を示す。
【００２２】
　まず、図１に示す電子ペンシステムについて説明する。図１に示す電子ペンシステムは
、教室内で使用され、生徒及び講師が使用する電子ペン１Ａ～１Ｅ（１）と、略全面にド
ットパターン（コード化パターン）が印刷され、各生徒の机に置かれた記入用紙２Ａ～２
Ｄ（２）と、電子ペン１から記入情報を受信し、記入情報に基づき記入用紙２への記入内
容を再現表示するコンピュータ装置３Ａと、無線ＬＡＮルータ４Ａと、コンピュータ装置
３Ａの表示画面と同じ画像をドットスクリーン６に投影するプロジェクタ５と、ドットパ
ターンが印刷されたドットスクリーン６とを備える。記入用紙２は、教室内に置かれた各
生徒の机の上で電子ペンにより記入される。コンピュータ装置３Ａは、教室の教壇付近に
置かれた講師用机の上に配置される。ドットスクリーン６は、教室内の前壁に設置され、
コンピュータ装置３ＡとＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）通信可能な程、近い位置にある
。無線ＬＡＮルータ４Ａは、教室内の生徒の机の上側の天井に設置されている。
【００２３】
　無線ＬＡＮルータ（通信機器）４Ａは、電子ペン１及びコンピュータ装置３ＡとＷｉ－
Ｆｉ（登録商標）に準拠した無線通信（「ＷｉＦｉ通信」とも呼ぶ。）を行い、電子ペン
１及びコンピュータ装置３Ａを相互に接続させる。また、電子ペン１は、コンピュータ装
置３Ａと近接した場合に、コンピュータ装置３ＡとＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）方式
による無線通信（「Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信」とも呼ぶ。）を行う。
【００２４】
　次に、図２に示す電子ペンシステムについて説明する。なお、図２は、一例として、電
子ペン１Ｂを有する生徒の自宅を対象にした電子ペンシステムを示す。図２に示す電子ペ
ンシステムは、電子ペン１Ｂと、電子ペン１Ｂを有する生徒が使用し、記入情報をサーバ
装置７へ転送するコンピュータ装置３Ｂと、無線ＬＡＮルータ４Ｂと、電子ペン１から記
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入情報を受信して記憶するサーバ装置７と、各頁の略全面にドットパターンが印刷された
自宅学習用のドリル８と、携帯電話通信網を含むネットワーク１２と接続する基地局９と
を有する。
【００２５】
　図２において、コンピュータ装置３Ｂ及び無線ＬＡＮルータ４Ｂは、それぞれ、ネット
ワーク１２を介してサーバ装置７と接続している。また、電子ペン１Ｂは、携帯電話通信
システムを利用した通信（「携帯通信」とも呼ぶ。）が可能な構成を有し、基地局９及び
ネットワーク１２を介してサーバ装置７と接続する。そして、サーバ装置７は、ドリル８
への電子ペン１Ｂの記入により生成されて送信された記入情報を、コンピュータ装置３Ａ
、無線ＬＡＮルータ４Ａ、又は基地局９のいずれかを介して受信する。なお、サーバ装置
７とコンピュータ装置３Ａとは、データの送受信ができるようネットワークで接続されて
いるとよい。
【００２６】
　以下、図１及び図２で説明した電子ペンシステムの各構成要素について詳しく説明する
。以後では、コンピュータ装置３Ａ、３Ｂを特に区別しない場合、これらを単に「コンピ
ュータ装置３」とも呼ぶ。
【００２７】
　（ドリル）
　まず、ドリル（電子ペン用図書）８について説明する。ドリル８は、各生徒に配布され
た自宅学習用の教材である。ドリル８の各頁には、それぞれ異なる座標範囲のドットパタ
ーンが印刷される。ドットパターンは、電子ペン１により読み取ることができるように赤
外線を吸収するカーボンを含んだインクにより印刷され、その他の文字や図などは、赤外
線を吸収しないインキにより印刷される。
【００２８】
　（プロジェクタ）
　プロジェクタ５は、ドットスクリーン６に対して鉛直上方向から斜め下向きに光を出射
するプロジェクタであり、図１では教室の天井に設置されている。プロジェクタ５は、コ
ンピュータ装置３Ａから画像信号を受信し、コンピュータ装置３Ａの画面と同じ画像を構
成する光を所定の投影範囲に投影する。なお、プロジェクタ５は、ドットスクリーン６の
正面へ向けて光を出射するフロントプロジェクタ、又は、ドットスクリーン６の背面へ向
けて光を出射するリアプロジェクタであってもよい。
【００２９】
　（ドットスクリーン）
　ドットスクリーン６は、白地の樹脂基板に、電子ペン１により読み取ることができるよ
う赤外線を吸収するカーボンを含んだインクによりドットパターン（コード化パターン）
が印刷され、さらにドットパターンが例えば透明なＥＢ硬化樹脂層などで保護された層構
成を有している。ドットスクリーン６には、コンピュータ装置３Ａの画面と同じ画像を構
成する光がプロジェクタ５により投影される。
【００３０】
　（ドットパターン）
　まず、記入用紙２Ａ～２Ｄ（２）及びドットスクリーン６に印刷されたアノト方式のド
ットパターン（コード化パターン）について図３及び図４を用いて説明する。図３は、ド
ットパターンのドットとそのドットが変換される値との関係を説明する図である。図３に
示すように、ドットパターンの各ドットは、その位置によって所定の値に対応付けられて
いる。すなわち、ドットの位置を仮想格子の基準位置（縦線及び横線の交差点）から上下
左右のどの方向にシフトするかによって、各ドットは、０～３の値に対応付けられている
。また、各ドットの値は、さらに、Ｘ座標用の第１ビット値及びＹ座標用の第２ビット値
に変換できる。このようにして対応付けられた情報の組合せにより、記入用紙２上の位置
座標が決定されるよう構成されている。記入用紙２、ドットスクリーン６、及びドリル８
の各頁には、それぞれ、座標領域が重ならないようドットパターンが形成される。
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【００３１】
　図４（ａ）は、あるドットパターンの配列を示している。図４（ａ）に示すように、縦
横約２ｍｍの範囲内に６×６個のドットが、記入用紙２、ドットスクリーン６、及びドリ
ル８の各頁上のどの部分から６×６ドットを取ってもユニークなパターンとなるように配
置されている。これら３６個のドットにより形成されるドットパターンは位置座標（例え
ば、そのドットパターンが記入用紙２、ドットスクリーン６、及びドリル８の各頁上のど
の位置にあるのか）を保持している。図４（ｂ）は、図４（ａ）に示す各ドットを、格子
の基準位置からのシフト方向によって、図３に示す規則性に基づいて対応づけられた値に
変換したものである。この変換は、ドットパターンの画像を撮影する電子ペン１によって
行われる。
【００３２】
　（電子ペン）
　次に、電子ペン１について図５を用いて説明する。図５は、電子ペン１の構造を示す概
略図である。図５に示すように、電子ペン１は、その筐体１０１の内部に、インクカート
リッジ１０４、ＬＥＤ１０５、ＣＭＯＳカメラ１０６、圧力センサ１０７、ＣＰＵ等によ
り構成されるプロセッサ１０８、ＲＯＭやＲＡＭといったメモリ１０９、リアルタイムク
ロック１１０、アンテナ等により構成される通信ユニット１１１及びバッテリー１１２を
備える。インクカートリッジ１０４の先端は、ペン先部１０３となっており、ユーザは、
電子ペン１のペン先部１０３を記入用紙２、ドットスクリーン６、又はドリル８の各頁上
に当接させて、ストローク（手書きストローク）を記入する。ここで、電子ペン１のペン
先部１０３が記入用紙２等に最初に接触することを「ペンダウン」と呼び、接触している
（当接している）状態からペン先部１０３が離れることを「ペンアップ」と呼ぶ。電子ペ
ン１のペンダウンからペンアップまでの間に記入される軌跡が１つのストロークとなり、
文字や図形等は、１つ又は複数個のストロークからなる。
【００３３】
　バッテリー１１２は電子ペン１内の各部品に電力を供給するためのものであり、例えば
電子ペン１のキャップ（図示せず）の脱着により電子ペン１自体の電源のオン／オフを行
うよう構成させてもよい。リアルタイムクロック１１０は、現在時刻（タイムスタンプ）
を示す時刻情報を発信し、プロセッサ１０８に供給する。圧力センサ１０７は、ユーザが
電子ペン１により記入用紙２等に文字やマークを書いたりタップしたりする際にペン先部
１０３からインクカートリッジ１０４を通じて与えられる圧力、即ち筆圧を検出し、その
値をプロセッサ１０８へ伝送する。
【００３４】
　プロセッサ１０８は、圧力センサ１０７から与えられる筆圧データに基づいて、ＬＥＤ
１０５及びＣＭＯＳカメラ１０６のスイッチのオン／オフを切替える。即ち、ユーザが電
子ペン１で記入用紙２等に文字などを書くと、ペン先部１０３に筆圧がかかり、圧力セン
サ１０７によって所定値以上の筆圧が検出されたときに、プロセッサ１０８は、ユーザが
記入を開始したと判定して、ＬＥＤ１０５及びＣＭＯＳカメラ１０６を作動させる。そし
て、通信ユニット１１１が、圧力センサ１０７により検出されたペンダウン情報と、後述
する電子ペン１の識別情報（以後、「ペンＩＤ」と呼ぶ。）とを関連付けて、記入情報と
してコンピュータ装置３又はサーバ装置７へ送信する。また、ユーザが１つのストローク
を記入し終えて電子ペン１を記入用紙２等から離すと、圧力センサ１０７は、所定値以上
の筆圧が検出されなくなることでペンアップを検出する。すると、通信ユニット１１１が
、圧力センサ１０７により検出されたペンアップ情報とペンＩＤとを関連付けて、記入情
報としてコンピュータ装置３又はサーバ装置７へ送信する。
【００３５】
　ＬＥＤ１０５とＣＭＯＳカメラ１０６は、電子ペン１のペン先部１０３付近に取り付け
られており、筐体１０１におけるＬＥＤ１０５及びＣＭＯＳカメラ１０６と対向する部分
には、開口部１０２が形成されている。ＬＥＤ１０５は、記入用紙２、ドットスクリーン
６、又はドリル８の各頁上のペン先部１０３近傍に向けて赤外線を照明する。その領域は
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、ペン先部１０３が記入用紙２等に接触する位置とはわずかにずれている。ＣＭＯＳカメ
ラ１０６には、赤外線を透過し赤外線以外を遮断する赤外線透過フィルタが設けられてお
り、ＣＭＯＳカメラ１０６は、ＬＥＤ１０５によって照明された領域内におけるドットパ
ターンを撮影し、そのドットパターンの画像データをプロセッサ１０８に供給する。ここ
で、カーボンは赤外線を吸収するため、ＬＥＤ１０５によって照射された赤外線は、ドッ
トに含まれるカーボンによって吸収される。そのため、ドットの部分は、赤外線の反射量
が少なく、ドット以外の部分は赤外線の反射量が多い。ＣＭＯＳカメラ１０６の撮影によ
り、赤外線の反射量の違いから閾値を設けることによって、カーボンを含むドットの領域
とそれ以外の領域を区別することができる。したがって、記入用紙２等に文字や図面など
が印刷されていた場合でも、印刷したインクは赤外域に吸収性を持たないため、プロセッ
サ１０８は、ドットパターンを認識することができる。なお、ＣＭＯＳカメラ１０６によ
る撮影領域は、図４（ａ）に示すような約２ｍｍ×約２ｍｍの大きさを含む範囲であり、
ＣＭＯＳカメラ１０６の撮影は毎秒５０～１００回程度の定間隔で行われる。また、ＣＭ
ＯＳカメラ１０６は、ドットを鮮明に撮影するため、十分な被写界深度を有している。
【００３６】
　プロセッサ１０８は、ユーザの記入が行われる間、ＣＭＯＳカメラ１０６によって供給
される画像データのドットパターンから、ユーザが記入するストローク（筆跡）の記入用
紙２、ドットスクリーン６、又はドリル８の各頁におけるＸ、Ｙ座標（以後、単に「座標
データ」または「座標情報」とも呼ぶ。）を連続的に演算していく。すなわち、プロセッ
サ１０８は、ＣＭＯＳカメラ１０６によって供給される、図４（ａ）に示されるようなド
ットパターンの画像データを図４（ｂ）に示すデータ配列に変換し、さらに、Ｘ座標ビッ
ト値・Ｙ座標ビット値に変換して、そのデータ配列から所定の演算方法によりＸ、Ｙ座標
データを演算する。なお、プロセッサ１０８は、ドットパターンに対向する電子ペン１の
角度に起因するドットの画像上の配列を補正する回転補正処理機能を備えており、座標演
算の際にその機能が実行される。そして、プロセッサ１０８は、リアルタイムクロック１
１０から発信される現在時刻（タイムスタンプ：記入された時刻情報）、筆圧データ及び
Ｘ、Ｙ座標データを関連付ける。以後、これらの関連付けたデータを、まとめて「座標属
性情報」と呼ぶ。なお、記入用紙２、ドットスクリーン６、及びドリル８の各頁における
６×６のドットパターンは、記入用紙２、ドットスクリーン６、及びドリル８の各頁内で
重複することはないため、ユーザが電子ペン１で文字等を記入すると、記入された位置が
記入用紙２、ドットスクリーン６、又はドリル８の各頁のどの位置に当たるかを、プロセ
ッサ１０８による座標演算により特定することができる。
【００３７】
　また、プロセッサ１０８は、後述する通信ユニット１１１の第１通信デバイス１１１ａ
によるＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信、第２通信デバイス１１１ｂによるＷｉＦｉ通信、又は第
３通信デバイス１１１ｃによる携帯通信のいずれにより通信を行うかを判定する。また、
プロセッサ１０８は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信とＷｉＦｉ通信と携帯通信とのいずれの通
信も利用できない場合、生成した記入情報をメモリ１０９に記憶させる。このように、プ
ロセッサ１０８は、本発明における「通信制御手段」として機能する。プロセッサ１０８
のこれらの具体的な制御については、［通信制御処理］のセクションで詳しく説明する。
【００３８】
　メモリ１０９には、電子ペン１を識別するための「ｐｅｎ０１」といったペンＩＤ、ペ
ン製造者番号、ペンソフトウェアのバージョン等のプロパティ情報が記憶されている。ま
た、メモリ１０９は、コンピュータ装置３Ａ及びサーバ装置７のＩＰアドレスなどの通信
アドレスを記憶する。さらに、メモリ１０９は、プロセッサ１０８の制御に基づき、通信
ユニット１１１が通信圏内となる通信方式がない場合にプロセッサ１０８が生成した記入
情報を記憶する。
【００３９】
　また、メモリ１０９は、記入用紙２、ドットスクリーン６、及びドリル８の各頁のそれ
ぞれに印刷されたドットパターンが示す各座標範囲に対し、使用すべき通信方式を関連付
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けた情報（「通信方式決定情報」とも呼ぶ。）を記憶する。これにより、プロセッサ１０
８は、通信方式決定情報を記入情報の送信時に参照し、適切な通信方式を選択する。
【００４０】
　図６は、通信方式決定情報のデータ構造を示す。図６に示すように、通信方式決定情報
は、各記入対象となる媒体を示す「媒体」の項目と、各媒体に割当てられたドットパター
ンの座標領域（範囲）を示す「座標範囲」の項目と、各媒体が記入対象となった場合に使
用すべき通信方式を示す「通信方式」の項目とを有する。なお、図６では、座標範囲は、
角の位置座標（Ｘｎ，Ｙｎ）、高さ（Ｙ方向）、幅（Ｘ方向）で規定されている。
【００４１】
　図６に示す通信方式決定情報の「通信方式」の項目では、各媒体への記入時に通信圏内
であると想定される通信方式のうち、最も通信可能範囲が狭い（即ち、無線による通信距
離が短い）通信方式が定められている。また、「媒体」の項目がドリル８に対応する「通
信方式」の項目には、複数の通信方式が定められている。この場合、プロセッサ１０８は
、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信、ＷｉＦｉ通信、携帯通信の順の優先順位に従い最も優先順位
が高い通信方式を選択する。これらの具体的な説明については、［通信制御処理］のセク
ションで詳しく説明する。このように、メモリ１０９は、本発明における「記憶手段」と
して機能する。
【００４２】
　通信ユニット１１１は、ペンＩＤと、時刻情報（タイムスタンプ）と、筆圧データと、
Ｘ、Ｙ座標データとを関連付けて、記入情報としてコンピュータ装置３又はサーバ装置７
へ送信する。この場合の通信ユニット１１１によるコンピュータ装置３又はサーバ装置７
への送信は、即時的かつ逐次的に行われる。ここで、電子ペン１のペンダウンからペンア
ップまでの間に生成されて送信された１個又は複数個の座標属性情報は、受信先であるコ
ンピュータ装置３又はサーバ装置７によりストローク情報として記憶される。換言すると
、１つのストロークは、１個又は複数個のＸ、Ｙ座標（座標点）からなり、記入情報の受
信先であるコンピュータ装置３及びサーバ装置７は、ペンダウン情報及びペンアップ情報
によって、１つのストロークを構成する１個又は複数個の座標属性情報を認識する。
【００４３】
　また、通信ユニット１１１は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈによる無線通信処理を行う第１通信
デバイス１１１ａと、Ｗｉ－Ｆｉに準拠した無線通信処理を行う第２通信デバイス１１１
ｂと、携帯通信処理を行う第３通信デバイス１１１ｃとを有する。そして、通信ユニット
１１１は、プロセッサ１０８の制御に基づき、第１通信デバイス１１１ａ、第２通信デバ
イス１１１ｂ、又は第３通信デバイス１１１ｃのいずれか一方により無線通信を行う。
【００４４】
　第１通信デバイス１１１ａは、ペアリング操作によりコンピュータ装置３と認証キーで
あるパスキーなどの情報交換を予め行っており、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信の通信相手とし
てコンピュータ装置３を認識している。そして、第１通信デバイス１１１ａは、電子ペン
１の図示しないキャップが外されたときに所定時間電波を発信し、コンピュータ装置３が
当該電波を受信した場合にコンピュータ装置３とＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信を確立する。ま
た、第２通信デバイス１１１ｂは、無線ＬＡＮルータ４が発信する電波（ビーコン）を受
信後、ＥＳＳ－ＩＤや暗号化キーを無線ＬＡＮルータ４に送信し、無線ＬＡＮルータ４か
ら認証を受けることで、無線ＬＡＮルータ４とＷｉＦｉ通信を確立する。この場合、第２
通信デバイス１１１ｂは、プロセッサ１０８の制御に基づき、メモリ１０９に記憶された
コンピュータ装置３Ａ又はサーバ装置７の通信アドレスを送信先アドレスに指定して通信
を行う。第３通信デバイス１１１ｃは、携帯電話の通信システムで通信を行うのに必要な
ＳＩＭなどのチップを有する。そして、第３通信デバイス１１１ｃにより記入情報を送信
する場合、プロセッサ１０８は、メモリ１０９に記憶されたサーバ装置７の通信アドレス
を送信先に指定する。また、プロセッサ１０８は、記入情報と共に、ＳＩＭに記憶された
識別情報を送信先に送信する。
【００４５】
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　なお、電子ペン１は、インクカートリッジ１０４に代えて、インキが充填されていない
ペン部を備えてもよい。この場合、ペン先部１０３からインキが出力されない。
【００４６】
　（コンピュータ装置）
　次に、コンピュータ装置３（受信機）について説明する。コンピュータ装置３は、ハー
ドウェアとして、電子ペン１とのデータ通信が可能なアンテナ装置、ＣＰＵ等のプロセッ
サ、ＲＯＭやＲＡＭといったメモリ、ディスプレイ、マウスやキーボード等で構成される
。なお、コンピュータ装置３は、ｉＰａｄ（登録商標）などのタブレットＰＣやＰＤＡ（
Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄａｔａ　Ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ）、またはディスプレイを備えるＰ
Ｃ（パーソナルコンピュータ）等で構成されてもよい。
【００４７】
　図７は、コンピュータ装置３の機能ブロック図である。コンピュータ装置３は、機能的
には、マウスやキーボードといった入力手段３１、通信手段３２、記憶手段３３、処理手
段３４、表示手段３６を備える。通信手段３２は、アンテナ受信回路等により構成され、
電子ペン１から記入情報を受信し、受信した情報を処理手段３４に伝送する。表示手段３
６は、ディスプレイ等によって構成され、処理手段３４によって指示された内容を表示す
る。
【００４８】
　処理手段３４は、ＣＰＵ等のプロセッサによって構成され、コンピュータ装置３の全体
の制御を行う。処理手段３４は、電子ペン１により生成され送信されてきた記入情報を、
記憶手段３３に記憶させる。また、コンピュータ装置３Ａの処理手段３４は、受信した記
入情報が示す位置座標に基づき、後述する座標定義情報を参照し、電子ペン１による記入
用紙２への記入内容を描画し再現したストロークを表示手段３６に表示させる。一方、コ
ンピュータ装置３Ｂの処理手段３４は、記入情報を電子ペン１から受信した場合、当該記
入情報を通信手段３２によりサーバ装置７に転送する。
【００４９】
　記憶手段３３は、ＲＯＭやＲＡＭといったメモリによって構成される。記憶手段３３は
、処理手段３４の処理命令により、電子ペン１から受信した記入情報をペンＩＤ毎に記憶
する。また、コンピュータ装置３Ａの記憶手段３３は、記入用紙２及びドットスクリーン
６に印刷されたドットパターンが示す座標範囲の情報（「座標定義情報」とも呼ぶ。）を
記憶する。
【００５０】
　（サーバ装置）
　次に、サーバ装置７（受信機）について説明する。サーバ装置７は、ハードウェアとし
て、データ通信が可能な通信装置、ＣＰＵ等のプロセッサ、ＲＯＭやＲＡＭといったメモ
リなどを備える。
【００５１】
　図８は、サーバ装置７の機能ブロック図である。サーバ装置７は、機能的には、通信手
段７２、記憶手段７３、及び処理手段７４等により構成される。
【００５２】
　通信手段７２は、コンピュータ装置３Ａ、無線ＬＡＮルータ４Ａ、又は基地局９のいず
れかを介して電子ペン１から記入情報を受信し、受信した情報を処理手段７４に伝送する
。記憶手段７３は、ＲＯＭやＲＡＭといったメモリによって構成される。記憶手段７３は
、処理手段７４の処理命令により、電子ペン１から受信した記入情報をペンＩＤ毎に記憶
する。
【００５３】
　処理手段７４は、ＣＰＵ等のプロセッサによって構成され、サーバ装置７の全体の制御
を行う。処理手段７４は、電子ペン１により記入用紙２等の媒体に印刷されたドットパタ
ーンが読み取られた場合、電子ペン１により生成され送信されてきた記入情報を、記憶手
段７３に記憶させる。また、例えば、処理手段７４は、コンピュータ装置３などのネット



(12) JP 2014-115831 A 2014.6.26

10

20

30

40

50

ワーク１２を介して接続する端末から記憶手段７３に記憶した記入情報の送信要求を受信
した場合、当該記入情報を通信手段７２により要求元の端末へ送信する。
【００５４】
　［通信制御処理］
　次に、電子ペン１のプロセッサ１０８が実行する通信ユニット１１１への通信制御処理
について説明する。概略的には、プロセッサ１０８は、記入情報の生成後、記入情報に含
まれる座標情報に基づき、当該記入情報の送信に用いる通信方式を決定する。このとき、
プロセッサ１０８は、図６に示す通信方式決定情報を参照して通信方式を決定することで
、無線による通信距離が最も短くなる通信圏内の通信方式を選択する。
【００５５】
　（１）処理概要
　図９は、電子ペン１のプロセッサ１０８が実行する処理手順を示すフローチャートの一
例である。電子ペン１のプロセッサ１０８は、ペンダウンを検知するごとに、図９に示す
フローチャートの処理を繰り返し実行する。
【００５６】
　まず、プロセッサ１０８は、圧力センサ１０７の検出値に基づきペンダウンを検知する
（ステップＳ１０１）。そして、プロセッサ１０８は、ペンダウン情報とペンＩＤとを関
連付けた記入情報を生成する。また、ペンダウン後のストロークの記入時には、プロセッ
サ１０８は、読み取ったドットパターンから演算した座標情報を含む記入情報を生成する
（ステップＳ１０２）。
【００５７】
　次に、プロセッサ１０８は、図６の通信方式決定情報を参照し、生成した記入情報が示
す座標値が記入用紙２に印刷されたドットパターンの座標範囲、ドットスクリーン６に印
刷されたドットパターンの座標範囲、ドリル８に印刷されたドットパターンの座標範囲の
いずれに含まれるかを判定する（ステップＳ１０３）。
【００５８】
　そして、生成した記入情報が示す座標値がドットスクリーン６に印刷されたドットパタ
ーンの座標範囲に含まれる場合（ステップＳ１０３：スクリーン）、プロセッサ１０８は
、通信方式決定情報に基づき、第１通信デバイス１１１ａによるＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信
を行い、記入情報を、ドットスクリーン６に程近いコンピュータ装置３Ａに送信する（ス
テップＳ１０４）。
【００５９】
　ここで、ステップＳ１０４について補足説明する。記入対象の媒体がドットスクリーン
６の場合、コンピュータ装置３Ａとドットスクリーン６へ記入する電子ペン１との距離は
、電子ペン１によるＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信が通信圏内となる程度に近いことが想定され
る。また、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信の通信可能範囲は、ＷｉＦｉ通信の無線による通信可
能範囲及び携帯通信の通信可能範囲よりも狭い。従って、この場合、プロセッサ１０８は
、通信方式決定情報に基づきＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信を使用する通信方式として選択する
ことで、無線による通信距離を短くして記入情報を安全に送信することができる。
【００６０】
　また、生成した記入情報が示す座標値が記入用紙２に印刷されたドットパターンに対応
する座標範囲に含まれる場合（ステップＳ１０３：記入用紙）、プロセッサ１０８は、通
信方式決定情報に基づき、第２通信デバイス１１１ｂによるＷｉＦｉ通信を行い、記入情
報を、天井に設置された無線ＬＡＮルータ４Ａへ送信する（ステップＳ１０５）。また、
この場合、プロセッサ１０８は、記入情報の送信先アドレスとして、メモリ１０９に記憶
されたコンピュータ装置３Ａの通信アドレスを指定する。
【００６１】
　ここで、ステップＳ１０５について補足説明する。記入対象の媒体が記入用紙２の場合
、コンピュータ装置３Ａと、記入用紙２へ記入する電子ペン１との距離は、電子ペン１に
よるＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信が通信圏外になる程度に遠いことが想定される。特に、教室
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の後ろの方の机で電子ペン１が使用される程、コンピュータ装置３Ａとの距離は遠くなる
。また、ＷｉＦｉ通信の通信可能範囲は、携帯通信の通信可能範囲よりも狭い。従って、
プロセッサ１０８は、通信方式決定情報に基づきＷｉＦｉ通信を利用する通信方式として
選択することで、無線による通信距離をなるべく短くして記入情報を安全に送信すること
ができる。
【００６２】
　また、生成した記入情報が示す座標値がドリル８に印刷されたドットパターンに対応す
る座標範囲に含まれる場合（ステップＳ１０３：ドリル）、プロセッサ１０８は、記入情
報送信処理を行い、記入情報の送信を行う（ステップＳ１０６）。記入情報送信処理につ
いては、図１０を参照して後述する。
【００６３】
　次に、プロセッサ１０８は、圧力センサ１０７の検出値に基づき、ペンアップを検知し
たか否かを判定する（ステップＳ１０７）。そして、ペンアップを検知した場合（ステッ
プＳ１０７；Ｙｅｓ）、プロセッサ１０８は、ペンアップ情報を含む記入情報を送信し、
送信済みの記入情報をすべて削除する（ステップＳ１０８）。
【００６４】
　（２）記入情報送信処理
　図１０は、図９のステップＳ１０６で実行する記入情報送信処理の手順を示すフローチ
ャートである。後述するように、プロセッサ１０８は、ドリル８の記入時には、通信圏内
の通信方式のうち、通信可能範囲が最も狭い通信方式により記入情報を送信する。
【００６５】
　まず、プロセッサ１０８は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信が可能であるか否か判定する（ス
テップＳ２０１）。そして、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信が可能である場合（ステップＳ２０
１；Ｙｅｓ）、プロセッサ１０８は、コンピュータ装置３と第１通信デバイス１１１ａに
よるＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信を行い、記入情報をコンピュータ装置３へ送信する（ステッ
プＳ２０２）。このように、プロセッサ１０８は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信が可能な場合
には、ＷｉＦｉ通信又は携帯通信ができるか否かに関わらずＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信によ
り記入情報を送信する。一方、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信が可能でない場合（ステップＳ２
０１；Ｎｏ）、プロセッサ１０８は、ステップＳ２０３へ処理を進める。
【００６６】
　次に、プロセッサ１０８は、ＷｉＦｉ通信が可能であるか否か判定する（ステップＳ２
０３）。そして、ＷｉＦｉ通信が可能な場合（ステップＳ２０３；Ｙｅｓ）、プロセッサ
１０８は、無線ＬＡＮルータ４Ｂを介し、記入情報を第２通信デバイス１１１ｂによりサ
ーバ装置７へ送信する（ステップＳ２０４）。このとき、プロセッサ１０８は、メモリ１
０９に記憶されたサーバ装置７の通信アドレスを送信先に指定する。このように、プロセ
ッサ１０８は、ＷｉＦｉ通信が可能な場合には、携帯通信ができるか否かに関わらずＢｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ通信により記入情報を送信する。
【００６７】
　一方、ＷｉＦｉ通信が可能でない場合（ステップＳ２０３；Ｎｏ）、プロセッサ１０８
は、携帯通信が可能であるか否か判定する（ステップＳ２０５）。そして、携帯通信が可
能である場合（ステップＳ２０５；Ｙｅｓ）、プロセッサ１０８は、記入情報をＳＩＭに
記憶されている識別情報とともに第３通信デバイス１１１ｃによりサーバ装置７へ送信す
る（ステップＳ２０６）。このとき、プロセッサ１０８は、メモリ１０９に記憶されたサ
ーバ装置７の通信アドレスを送信先に指定する。一方、携帯通信が可能ではない場合（ス
テップＳ２０５；Ｎｏ）、プロセッサ１０８は、生成した記入情報をメモリ１０９に記憶
する（ステップＳ２０７）。なお、プロセッサ１０８は、メモリ１０９に記憶した記入情
報を、図１０に示す処理により、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信、ＷｉＦｉ通信、又は携帯通信
のいずれかが可能となった場合に、コンピュータ装置３又はサーバ装置７へ送信する。
【００６８】
　［第１実施形態の電子ペンシステムによる作用効果］
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　第１実施形態の電子ペンシステムによれば、電子ペン１は、通信方式決定情報を参照し
、読み取ったドットパターンが示す座標位置に基づき、記入情報を送信する通信方式を決
定する。これにより、電子ペン１は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信、ＷｉＦｉ通信、及び携帯
通信から、記入対象の媒体ごとに、無線による通信距離が最も短くなる通信圏内の通信方
式を適切に選択することができる。従って、電子ペン１は、記入情報を安全かつ確実に送
信することができる。
【００６９】
　［第１実施形態の変形例］
　次に、第１実施形態の変形例について説明する。以下の変形例は、任意に組み合わせて
上述の実施形態に適用してもよい。
【００７０】
　（変形例１）
　電子ペン１は、図５に示す構成に加え、記入情報を送信する通信方式を表示するための
ディスプレイを有してもよい。この場合、例えば、プロセッサ１０８は、第１通信デバイ
ス１１１ａによる通信中に、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信中である旨をディスプレイに表示さ
せる。また、プロセッサ１０８は、第２通信デバイス１１１ｂによる通信中に、ＷｉＦｉ
通信中である旨をディスプレイに表示させる。また、プロセッサ１０８は、第３通信デバ
イス１１１ｃによる通信中に、携帯通信中である旨をディスプレイに表示させる。これに
より、電子ペン１が記入情報を送信する通信方式を容易にユーザに把握させることができ
る。なお、上述のディスプレイは、本発明における「表示手段」として機能し、プロセッ
サは、本発明における「表示制御手段」として機能する。
【００７１】
　（変形例２）
　第１実施形態において、電子ペン、ドットパターン（コード化パターン）、記入情報に
、アノト方式を用いたが、アノト方式に限られなくともよい。また、ドットパターン（コ
ード化パターン）も、位置座標を示すものに限られず、アイコンを識別するためのコード
値や、関連付けエリアを識別するためのコード値を示すものであってもよい。また、ドッ
トパターン（コード化パターン）を読み取る装置は、電子ペンのようにペンの形態に限ら
ず、種々の形態であってもよい。
【００７２】
　＜第２実施形態＞
　第２実施形態では、電子ペン１は、第１実施形態の構成に加えて、有線通信が可能な構
成を有する。図１１は、第２実施形態に係る自宅での電子ペンシステムの構成を示す。第
２実施形態に係る電子ペンシステムでは、コンピュータ装置３Ｂ及び電子ペン１Ｂは、両
端に差し込み可能な端子が設けられたケーブル１０がそれぞれ所定箇所に差し込まれるこ
とで、有線通信を行う。ケーブル１０は、例えばＵＳＢケーブルである。第１実施形態の
電子ペンシステムと同一の他の構成要素については、適宜同一の符号を付し、その説明を
省略する。
【００７３】
　図１２は、第２実施形態に係る電子ペン１の概略構成を示す。図１２に示すように、第
２実施形態に係る電子ペン１は、ケーブル１０の端子を差し込み可能な有線通信端子１１
３を有する。そして、有線通信端子１１３にケーブル１０の端子が差し込まれた状態で、
生徒は、電子ペン１を把持してドリル８への記入操作が可能である。この場合、プロセッ
サ１０８は、生成した記入情報を、有線通信端末１１３を介してコンピュータ装置３Ｂに
送信する。
【００７４】
　次に、第２実施形態におけるプロセッサ１０８の通信制御処理について説明する。概略
的には、プロセッサ１０８は、無線通信よりも有線通信を優先的に選択して記入情報を送
信する。そして、プロセッサ１０８は、有線通信ができない場合には、第１実施形態と同
様の処理を行う。
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【００７５】
　図１３は、第２実施形態において、電子ペン１のプロセッサ１０８が実行する処理手順
を示すフローチャートの一例である。電子ペン１のプロセッサ１０８は、図１３に示すフ
ローチャートの処理を繰り返し実行する。
【００７６】
　まず、プロセッサ１０８は、電子ペン１が有線通信方式により通信可能な状態であるか
否か判定する（ステップＳ３０１）。そして、電子ペン１が有線通信方式により通信可能
な状態である場合（ステップＳ３０１；Ｙｅｓ）、プロセッサ１０８は、有線通信により
メモリ１０９内の記入情報をコンピュータ装置３Ｂへ送信する（ステップＳ３０２）。一
方、電子ペン１が有線通信方式により通信可能な状態でない場合（ステップＳ３０１；Ｎ
ｏ）、プロセッサ１０８は、ステップＳ３０３へ処理を進める。
【００７７】
　次に、プロセッサ１０８は、圧力センサ１０７の検出値に基づきペンダウンを検知した
か否か判定する（ステップＳ３０３）。そして、ペンダウンを検知した場合（ステップＳ
３０３；Ｙｅｓ）、プロセッサ１０８は、ペンダウン情報とペンＩＤとを関連付けた記入
情報を生成する。また、ペンダウン後のストロークの記入時には、プロセッサ１０８は、
読み取ったドットパターンから演算した座標情報を含む記入情報を生成する（ステップＳ
３０４）。そして、電子ペン１が有線通信方式により通信可能な状態である場合（ステッ
プＳ３０５；Ｙｅｓ）、プロセッサ１０８は、有線通信により記入情報をコンピュータ装
置３へ送信する（ステップＳ３０６）。一方、電子ペン１が有線通信方式により通信可能
な状態でない場合（ステップＳ３０５；Ｎｏ）、プロセッサ１０８は、図１４に示す無線
通信処理を行う（ステップＳ３０７）。この無線通信処理については、後述する。
【００７８】
　次に、プロセッサ１０８は、ペンアップを検知したか否か判定する（ステップＳ３０８
）。そして、ペンアップを検知しない場合には（ステップＳ３０８；Ｎｏ）、ステップＳ
３０４へ処理を戻し、ペンアップを検知した場合には（ステップＳ３０８；Ｙｅｓ）、ペ
ンアップの記入情報を送信する（ステップＳ３０９）。
【００７９】
　一方、ステップＳ３０３でペンダウンを検知しない場合（ステップＳ３０３；Ｎｏ）、
プロセッサ１０８は、送信済みの記入情報をメモリ１０９から削除する（ステップＳ３１
０）。ステップＳ３０９でペンアップの記入情報を送信した後も、プロセッサ１０８は、
同様に、送信済みの記入情報をメモリ１０９から削除する。
【００８０】
　次に、ステップＳ３０７の無線通信処理について、図１４を参照して説明する。図１４
は、無線通信処理の手順を示すフローチャートである。
【００８１】
　まず、プロセッサ１０８は、図６の通信方式決定情報を参照し、生成した記入情報が示
す座標値が記入用紙２に印刷されたドットパターンの座標範囲、ドットスクリーン６に印
刷されたドットパターンの座標範囲、ドリル８に印刷されたドットパターンの座標範囲の
いずれに含まれるかを判定する（ステップＳ４０１）。
【００８２】
　そして、生成した記入情報が示す座標値がドットスクリーン６に印刷されたドットパタ
ーンに対応する座標範囲に含まれる場合（ステップＳ４０１：スクリーン）、プロセッサ
１０８は、通信方式決定情報に基づき、第１通信デバイス１１１ａによるＢｌｕｅｔｏｏ
ｔｈ通信を行い、記入情報を、ドットスクリーン６に程近いコンピュータ装置３Ａに送信
する（ステップＳ４０２）。また、生成した記入情報が示す座標値が記入用紙２に印刷さ
れたドットパターンに対応する座標範囲に含まれる場合（ステップＳ４０１：記入用紙）
、プロセッサ１０８は、通信方式決定情報に基づき、第２通信デバイス１１１ｂによるＷ
ｉＦｉ通信を行い、記入情報を、天井に設置された無線ＬＡＮルータ４Ａへ送信する（ス
テップＳ４０３）。この場合、プロセッサ１０８は、記入情報の送信先アドレスとして、
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メモリ１０９に記憶されたコンピュータ装置３Ａの通信アドレスを指定する。
【００８３】
　また、生成した記入情報が示す座標値がドリル８に印刷されたドットパターンに対応す
る座標範囲に含まれる場合（ステップＳ４０１：ドリル）、プロセッサ１０８は、第１実
施形態で説明した図１０に示す記入情報送信処理を行い、記入情報の送信を行う（ステッ
プＳ４０４）。即ち、この場合、プロセッサ１０８は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信、ＷｉＦ
ｉ通信、携帯通信の順の優先順位に従い、最も優先順位が高い通信圏内の通信方式により
記入情報を送信する。なお、プロセッサ１０８は、通信圏内の通信方式がないことにより
、図１０のフローチャートのステップＳ２０７で記入情報をメモリ１０９に記憶させた場
合、有線通信が可能になったときに図１３のステップＳ３０２で当該記入情報をコンピュ
ータ装置３Ｂへ送信する。これにより、プロセッサ１０８は、送信できずに一時的に記憶
した記入情報を安全かつ確実にサーバ装置７に受信させることができる。
【００８４】
　［第２実施形態の電子ペンシステムによる作用効果］
　第２実施形態の電子ペンシステムによれば、電子ペン１は、ケーブル１０を介してコン
ピュータ装置３Ｂと有線通信を行うことが可能な有線通信端子１１３を有する。そして、
電子ペン１は、有線通信と無線通信との両方が利用可能な場合、有線通信により記入情報
を送信する。これにより、電子ペン１は、安全かつ確実に記入情報を送信することができ
る。その他、第２実施形態の電子ペンシステムは、第１実施形態の電子ペンシステムと同
様の作用効果を有する。
【００８５】
　［第２実施形態の変形例］
　次に、第２実施形態の変形例について説明する。第２実施形態では、上述した第１実施
形態の変形例１～変形例２に加え、以下の変形例３を適用してもよい。
【００８６】
　（変形例３）
　電子ペンシステムは、ケーブル１０に代えて、コンピュータ装置３Ｂに接続されたクレ
ードル（保持装置）を備えてもよい。これによっても、電子ペン１は、好適にコンピュー
タ装置３Ｂと有線通信を行うことができる。
【００８７】
　この場合、電子ペン１がクレードルに把持されるよう所定位置に挿入されることで、電
子ペン１の有線通信端子１１３がクレードルの端子（不図示）と電気的に接続する。そし
て、電子ペン１は、クレードルを介してコンピュータ装置３Ｂと自動的に通信を行い、記
入情報を送信する。また、電子ペン１は、クレードルを介してコンピュータ装置３Ｂから
電力の供給を受け、バッテリー１１２の充電を行う。
【００８８】
　ここで、クレードルについてさらに具体的に説明する。クレードルは、所定位置に挿入
された電子ペン１を把持可能なキャップ状部と、当該キャップ状部に把持された電子ペン
１を載置するためのベース（スタンド）部とを備える。キャップ状部は、電子ペン１を把
持した際、有線通信端子１１３と電気的に接続可能な図示しない端子を備える。また、キ
ャップ状部は、外部機器とＵＳＢ規格により電気的に接続するためのインターフェースを
備え、コンピュータ装置３ＢとＵＳＢケーブルにより接続する。そして、キャップ状部は
、電子ペン１を把持しているとき、電子ペン１から送信された記入情報をコンピュータ装
置３Ｂに中継すると共に、コンピュータ装置３Ｂから供給された充電用の電力を端子１１
３に中継する。ベース部は、取りつけられたキャップ状部をロックするためのロック機構
を備え、キャップ状部及びキャップ状部に挿入された電子ペン１を固定する。
【符号の説明】
【００８９】
　１Ａ～１Ｅ（１）…電子ペン
　２Ａ～２Ｄ（２）…記入用紙
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　３Ａ、３Ｂ（３）…コンピュータ装置
　４Ａ、４Ｂ…無線ＬＡＮルータ
　５…プロジェクタ
　６…ドットスクリーン
　７…サーバ装置
　８…ドリル
　９…基地局
　１２…ネットワーク

【図１】 【図２】



(18) JP 2014-115831 A 2014.6.26

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】

【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】
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